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2020年3月期 決算要約

͐

＜売上＞
米中貿易摩擦の影響を受け、アルミ電解コンデンサはインバータ関連機器向け
や車載関連機器向けで落ち込んだものの、家庭用蓄電システムやEV・HV用
フィルムコンデンサがそれぞれ倍増し、全体では前期比2.6％減収。

＜営業利益＞
アルミ電解コンデンサの減収による稼働損が大きく影響し、全体では前期比
53％の減益となるも、家庭用蓄電システムのトライブリッド蓄電システム、
EV関連機器の新型V2Hシステム、および新たに上市した小形リチウムイオン
二次電池などの新製品は着実に利益貢献している。
これらにより、営業利益・経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は2020
年2月5日公表の業績予想以上となった。



2020年3月期 業績

2019年3月期
（百万円）

2020年3月期
（百万円）

増 減
（百万円）

（％）

売 上 高 122,860 119,675 △3,185 △2.6％

営 業 利 益 5,473 2,549 △2,924 △53.4%

経 常 利 益 7,122 3,621 △3,501 △49.2%

親会社株主に帰属

する当期純利益
△7,953 2,812 ＋10,765 ー

１株当たり
当期純利益

△114.21円 40.59円 +154.80 円 ー

͑



機種別売上高

2019年3月期 2020年3月期 前期比
2021年3月期
通期見込み

前期比

構成比 百万円 構成比 百万円 伸 率 百万円 伸 率

電子機器用コンデンサ 63.1% 77,567 52.0% 62,222 △19.8% 62,800 0.9%

ア ル ミ 電 解 61.8% 75,931 50.9% 60,869 △19.8% 61,500 1.0%

電 子 そ の 他 1.3% 1,636 1.1% 1,352 △17.3% 1,300 △3.9%

回 路 製 品 24.7% 30,298 33.9% 40,622 34.1% 38,500 △5.2%

各 種 電 源 22.6% 27,734 31.6% 37,842 36.4% 36,000 △4.9%

機能モジュール 2.1% 2,564 2.3% 2,780 8.4% 2,500 △10.1%

電力・機器用コンデンサ
及び応用機器

11.4% 13,980 13.7% 16,353 17.0% 18,100 10.7%

そ の 他 0.8% 1,013 0.4% 476 △52.9% 600 25.8%

合 計 100.0% 122,860 100.0% 119,675 △2.6% 120,000 0.3%

海 外 売 上 高 73,177 61,501 △16.0% 66,000 7.3%

割 合 (%) 59.6% 51.4% ー 55％ ー
͒



製品部門別の売上高推移
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営業利益の増減要因（対前期実績）

営業利益
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地域別の売上高割合
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用途別の売上高割合

2019年3月期 2020年3月期
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2021年3月期 業績予想
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2021年3月期 業績予想要約

12

< 売上>
・上半期は依然として新型コロナウイルス感染症の影響等により不確実性が増すと

予想されるものの、EV・HV用フィルムコンデンサのさらなる伸長等により
通期としては前期比0.3％増を見込む。

・コンデンサ事業では、5G機器やデータセンター向けのアルミ電解コンデンサが
回復基調にあること、またEV・HV向け機器用フィルムコンデンサが中国宿遷
工場での生産を開始するなど成長への施策を実行する。

・NECST事業でも家庭用蓄電システムの「トライブリッド蓄電システム」や11.1
kWhの大容量タイプの汎用モデルを中心に底固く事業を推進する。

< 営業利益>
・コンデンサ事業の売上増収による稼働益やコストダウンの推進を図るものの、

新型コロナウィルス感染拡大に伴う4月の国内外拠点の稼働停止による損失や、
前期からの積極的設備投資による償却負担などにより24億円と前期比5.9％の
減益を見込む。



新型コロナウィルスによる生産への影響
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事 業 所 現在の状況 生産停止期間

ニチコン無錫（中国） 生産再開 春節～２月９日

ニチコン宿遷（中国） 生産再開 春節～２月９日

ニチコン草津（日本） 生産再開 ４月３日～１８日

ニチコンマレーシア 部分的に生産再開 ３月１５日～４月２２日

ᶆ⁯ ʺᶆꜛⱵ χ τ ΜʺΣ︡ԏ ʺ זּ ỘԌχӗ ᶎ ϬΩ τ ḕẽϬᾋ ΰʺ
ḇ ♁ ├Ϭ ΰθΞΠπʺⱧỘϬὋ ΰοΜϘβʻ



2021年3月期 連結業績見込

2020年3月期
実績

（百万円）

2021年3月期
見込

（百万円）
増減率/ 額

売 上 高 119,675 120,000 0.3%

営 業 利 益 2,549 2,400 △5.9%

経 常 利 益 3,621 3,200 △11.6%
親会社株主に帰属する

当期純利益 2,812 2,500 △11.1%

設備投資額 7,079 7,000 △1.1%

減価償却費 5,336 5,700 6.8%

研究開発費 4,496 5,000 11.2%

US$平均レート 108.04円 105円 △3.04円
１株当たり
当期純利益 40.59円 36.54円 △4.05円

１株当たり
配当金 24円 25円 ＋1円 14



売上高 実績と見込の推移
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営業利益 実績と見込の推移
（百万円）
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営業利益の増減要因（対前期実績）

営業利益
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2021年3月期の取り組み
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重点４市場 キーテクノロジー、方向性

自動車・車両関連機器
・CASE（コネクテッド・自動運転・シェアリング・電動化）

➡電装用アルミ電解コンデンサの新製品開発・量産
駆動用フィルムコンデンサの生産拡大

白物家電・
産業用インバータ機器

・省人化に向けたFAに加え、新型コロナによる新たな省人化ニーズ
・AIによるロボットの進化
・家電とIoTの連携
➡産機インバータ、サーボアンプ向けアルミ電解コンデンサ の拡販
➡太陽光発電関連、産機電源向けアルミ電解コンデンサの拡販

エネルギー・環境
・医療機器

・FIT（太陽光発電固定価格買取制度）終了
・多発する自然災害への備え
・スマート医療の発展
➡家庭用蓄電システムの拡販
➡系統連系型V2Hシステムの拡販、可搬型給電器「パワー・ムーバー」の活用拡大
➡応用製品の医療用加速器電源の拡販

情報通信機器

・5G市場の急拡大（IoTとの連携）
・ウェアラブル端末の実用化
➡導電性高分子ｱﾙﾐ電解コンデンサ・導電性高分子ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｱﾙﾐ電解コンデンサの拡販
➡小形リチウムイオン二次電池 大口受注の獲得

当社を取り巻く環境
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コンデンサ事業 重点取り組み

①車載用売上の拡大
EV/HV 用フィルムコンデンサの生産拡大
アルミ電解コンデンサの新製品開発・量産

②５Gへの取り組み
基地局用アルミ電解コンデンサの拡販

③IoT機器への取り組み
小形リチウムイオン二次電池の更なる拡販、ICメーカーとの協業

④インバータ市場への取り組み
産機インバータ、サーボアンプ向け大形アルミ電解コンデンサの拡販
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コンデンサ事業 新製品

EDLC
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求められる技術
ü低温度での特性保証
ü小型化と大容量化
ü高耐熱性と低ESR化
ü耐振動構造化

パワートレイン ✓エンジン制御装置 ✓HV車電池制御監視 ✓ポンプ制御装置 ✓エンジン冷却ファン etc

シャーシ、安全装置 ✓電動パワーステアリング✓エアバッグコントロール✓ABS  ✓車載情報システム etc

内装品 ✓カーナビ✓空調機器✓パワーシート✓ドアロック✓ボディコントロールユニット etc

外装品 ✓ヘッドライト✓ワイパー✓電動スライドドア✓ルーフパネル開閉装置 etc

技術力・生産力を強化して拡販中

アルミ電解コンデンサ 自動車電装用途

22
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EV・HV用フィルムコンデンサ

フィルムコンデンサはEV・HVモータ駆動インバータに対して重要な部品です。
当社の高い設計技術力と解析力・シミュレーション力を強みにグローバルに販売が急拡大しています。

ЫЃ˔Ῥ χИЎЀр τᴥΠοʺ
2020年には中国の宿遷に新しいフィルムコンデンサの
生産ラインを立ち上げます。
ʺ ⁯ʺ ʺᴆ χEVʾHVχ τ ᴂΰϘβʻ
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5G普及には基地局設置数増大が必要

世界各地で5G対応基地局のインフラ投資が旺盛になっていく。

5G市場動向

24



Sペンサイズ (5.8×4.35×105.08㎜) Sペン基板（Web 分解サイトより）

10

Samsung Electronics Co., Ltd. 製「Galaxy Note 10 とNote10+ 」
に搭載するSペンに採用されました。

採用背景

新機能による消費電力増加への対応が採用の決め手
前モデル他社の電気二重層コンデンサ ⇒ 当社小形リチウムイオン二次電池に置き換え

IFIXIT HPhttps://jp.ifixit.com/Teardown/Samsung+Galaxy+Note10++5G+Teardown/125590)

小形リチウムイオン二次電池

25
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小形リチウムイオン二次電池
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フィルム型ペロブスカイト太陽電池を活用した自立電源型IoT環境
センサーシステム が登場することで、下記のソリューションが
ますます普及していくと考えています。

世界初フィルム型ペロブスカイト太陽電池を活用した自立電源型IoT環境センサーシステムを開発

１．スマートホーム
家庭にIoTセンサーを設置し、各部屋の温度や湿度などの情報を
収集できます。
２．災害検知
家やビル、山や河川などにIoTセンサーを設置することで、火事
や洪水、地震が発生 した際に、素早く音声と光で危険を伝える
ことができます。
３．スマートファクトリー
工場ラインや倉庫にIoTセンサーを設置することで、生産ライン

の稼働状況や在庫の 数量などをリアルタイムに監視することが
できます。
４．スマート農業

ビニールハウスにIoTセンサーを設置することで、温度や湿度、
照度などを収集し、 データ分析することで、植物が成長しやす
い最適環境を作りだすことができます。



製造現場の“3密”を避けるための新たな省人化ニーズや
従来の省人化ニーズによるFA化が進む産業機器用、
当社の強みであるインバータエアコン用への安定供給

産業機器のハイパワー化、高効率化に対応する高耐電圧
アルミ電解コンデンサの製品開発を加速

～ 105℃800V対応電解液の開発完了 ～
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アルミ電解コンデンサ 産業用機器市場への用途拡大
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ACサーボモータなど高速充放電回路に最適



①FIT (太陽光発電固定価格買取制度）終了による自家消費の広がり
各種家庭用蓄電システムの拡販

②自然災害への備え、BCP対策からの関心の高まり
V2H※(系統連系)「EVパワー･ステーション」（定置型）
および V2L「パワー・ムーバー」（可搬型）の拡販
※V2H：Vehicle to Home の略 EV/PHV から電力を取り出し、家庭の電力として使用できる仕組み

③高度医療分野への取組み
応用製品 医療用加速器電源の拡販

28

NECST事業 重点取り組み
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家庭用蓄電システム市場の広がり



２.0kWh～16.6 kWh まで豊富なラインアップ

単機能 11.1 kWh

単機能 12.0 kWh

ハイブリッド
12.0 kWh

単機能 16.6 kWh

単機能 4.1 kWh

家庭もクルマも太陽光発電で！トライブリッド蓄電システム

ע зЯЀр

2.0 kWh

ЕжϱУзАЖ
ОмЀр

V2HІЌрЖ
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ポータブル蓄電システム

当社ならではの多様な家庭用蓄電システムシリーズ
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家庭用蓄電システム生産拠点拡大

FITṍḧχ Ϟ βϥꜛ ←ᵲϒχ ΠϬ ὂρΰθʺΣẁήϘχᴄ σ τᴂΠϥθϛʺᾝ∕χ︠
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V2Hシステム ~世界初で市場導入~

クルマをくらしの電源へ

V2Hシステム「EVパワー・ステーション」

１）電力系統との連系でスムーズな運転
２）太陽光発電を有効利用
３）停電時でも安心給電！
４）便利な倍速充電機能
５）スマホから操作（プレミアムモデルに対応） 可搬型給電器「パワー・ムーバー」

Ằ ʺ ▀ꜛ ΥEV/PHVρˮОм˔ʾכּ
Э˔Н˔˯75 Ϭ ← τ ᾏΰ Ϭ ằ

15‹(19 9Ὦ)

V2H：Vehicle to Home の略
EV/PHV の大容量バッテリーから電
力を取り出し、分電盤を通じて家庭
の電力として使用できる仕組み



33

応用製品の取り組み

‰ʺψזּ ӊʾ ῈṪ Ϭἄ►ΰοʺ ˑχ ФкЅϴϼЕτ╥ᵊΰοΦοΣϤʺ
χẕớϬל Ẑβϥ ἷᴥ Ṁ ᾛϬψαϛʺᴂ ṐṀχᶨ ψ ṅτϩθμοΜϘβʻ

SACLA,  SPring -8

‰ ‰ ӊ Ṁ 72
ЯЅвй˔Ќ 70

J-PARC

ЀрДрЂНрϼ

学術研究用加速器用電源ϞコンデンサバンクϬSACLA,SPring-8ʺJ-PARC ϒ ϛʺ
֓ χ Ϥ κχᵔ χθϛχ ˑσ ◓ ᶘχ ᴮτ‟ᾅΰοΜϘβʻ
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応用製品の取り組み

X ΰΪ‰Ṡ 3GeVẘ Ίᾛ(ⱳבּ ☼Ίבּ )χ
Ω ᴥ Ṁ ᾛχ ὓʾ ▀τ ︣ΰϘβʻ

⁯ ☼Ίבּ

2023 χ☼ ֫ ᵫ◐Ϭ ◙ΰοʺ︡Ϥ ϭπΜϘβʻ

ᴟᶘᾆẕ SPring-8π θ ᾛṪ ϬᶨΤ
ΰοʺ‰ӗ ʾ‰ χΊᾛϬםᾝβϥ
ᾛϬằẚΰϘβʻ

ʿ⁯ ᾆẕᵫ ◓ᴬᶘṪ ᾆẕᵫ Ṑ HP
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応用製品の取り組み

⁯ψזּ χ20☼ χΥϭ ◓ Ⱶ ☼ χΞκʺ
16施設τᴥ Ṁ ᾛϬ ʻ

⁯ Ⱨ
˻Ωựχ⁯ Ⱨ ˼
ʾ ∫ ◓ ЈрЌ˔
ʾẰ Ӻᴬ ᶘ
ʾ╦Ἱ ᶘӺᶘ ◓ЈрЌ˔

⁯ 20☼

םזּ ʿ16施設
ᵤᵰ Ⱨ

ᵤᵰπχ ם τνΜοϜ Ϭ τ合計９ヶ所τᶈ ʻ
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“製造業から創造業”を目指し、

モノづくりからコトづくりの視点に転換

Ɫ τΚϥ χỘ ʾⱧỘḕẽ σςτḩβϥṜ ψʺṜ ΰθⱲ π Υזּ

︣πΦθ τṁξΜθϜχπΚϤʺάϦϣχ ʾ τψ ᶎםσ ΥḯϘϦοΜϘβʻ

ϘθʺάϦϣχ ʾ Ϭ β ∕ σзІϼΥᾒ∕ᴟβϥᴦ ϜΚϤϘβʻ

ΰθΥμοʺ χם∑χỘ ʾⱧỘḕẽσςψʺ Ɫ τṜ∏ΰθ ʾ ρψ

ӰσμθϜχρσϥᴦ ΥΚϥάρϬέ ΨιήΜʻ


